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「
支

え
合

い
」

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長

浅
見
　
秀
樹

高
Ｐ
連
会
員
の
皆
様
、学
校
関
係
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
子
ど
も

た
ち
の
安
心
安
全
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
協

力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
も
な
く
な
ら
な
い
、
い
じ
め
問

題
。
私
た
ち
は
、
学
校
や
地
域
の
方
々
と
連

携
・協
力
し
合
い
、
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
、ど
ん

な
状
況
で
も
相
談
で
き
る
場
を
つ
く
る
事

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

本
来
ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
は
、学
校
と
家
庭
と
地

域
社
会
が
教
育
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
し
、連
携
し
、子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

を
図
る
こ
と
と
、実
践
活
動
を
と
お
し
て
自

分
自
身
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

Ｐ
Ｔ
☆
活
動
は
決
し
て
強
制
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
子
ど
も
た

ち
に
、
よ
り
安
心
・安
全
な
、
一人
ひ
と
り
が

大
切
に
さ
れ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い

と
で
つ
想
い
は
、
私
た
ち
保
護
者
の
共
通
の

願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
つゝ
か
。

皆
様
一人
ひ
と
り
が
で
き
る
範
囲
で
お
力

を
お
貸
し
い
た
だ
き
、
協
力
し
、
時
に
支
え

合
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

学
校
・地
域
に
お
け
る
行
事
や
活
動
が
平

常
通
り
開
催
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
県
高
Ｐ

連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
一層

の
活
性
化
の
た
め
に
精
一杯
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

〒860-0844熊 本市中央区水道町14-21熊本県婦人会館3F TEL.096‐ 326-3932 FAX.096‐326-5527

2023年度

熊本県公立高等学校PTA連合会会長・熊本県公立高等学校長会会長
ごあいさつ

○期 日 令和6年 6月 20日 (木)・ 21日 (金 )

「
先
を
見
過
し
て

今
を
考
え
る
」

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
長
会

会
長

岩
本
　
修

一

一局
Ｐ
連
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
本
県
教
育
の
推
進
並
び
に
各
学
校

の
教
育
活
動
の
振
興
に
御
理
解
と
、
御
支

援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
る
制
限
も
ほ
ぼ
な
く
な
り
、

入
学
式
を
は
じ
め
、
年
度
当
初
の
学
校
行

事
が
計
画
通
り
に
実
施
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
体
育
大
会
も
１

学
期
に
約
４。
校
で
実
施
さ
れ
た
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
豊
か
な
感
性
を
育
む
こ
と
が

重
要
と
な
る
高
校
生
の
発
達
の
段
階
に

お
い
て
、
一
つ

一
つ
の
学
校
行
事
は
生
徒

の
成
長
を
大
き
く
促
す
も
の
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。
今
後
と
も
各
学
校
の
教
育
活

動
が
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

一
体
と
な
り
教
育
効
果
が
高
ま
る
よ
う

実
践
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
学
校
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い

て
は
、
中
学
校
卒
業
予
定
者
が
今
後
数

年
間
は
約
１
６
，０
０
０
人
で
推
移
す
る

状
況
の
中
で
、
高
校
に
お
い
て
は
募
集
定

員
確
保
が
大
き
な
課
題
の
あ

で
す
。
各

県
立
高
校
で
は
、
ス
ク
ー
ル
ミ
ツ
シ
ョ
ン
及

び
ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー
が
策
定
さ
れ
て
２

年
目
と
な
り
、
学
校
の
魅
力
化
に
注
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
生
徒
募
集
に
つ
い
て

は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
公
立
高
校
全
体
と
し
て
、
ハ
ロ
格
者
数

が
こ
こ
２
年
間
で
５
５
０
人
ほ
ど
増
え
る

な
ど
、
魅
力
化
に
向
け
た
各
高
校
の
取
組

の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

急
速
な
社
会
変
化
の
中
、
学
校
教
育

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
～」

の
よ
う
な
時
に
は
、
先
を
見
通
し
て
今
を

考
え
、
高

Ｐ
連
の
皆
様
方
と
方
向
性
を

揃
え
、
一
つ

一
つ
丁
寧
に
取
組
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が

一
層
重
要
と
な
り
ま

す
。
＞」
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
熊
本
の
教
育

を
大
切
に
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

変
化
し
て
い
く
教
育

の

一
面
に
も
し
っ
か

り
と
対
応
し
な
が
ら
本
県
教
育
の
更
な

る
充
実
。発
展
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

高

Ｐ
連
の
皆
様
方
に
は
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

六
月
七
日
（水
）
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
熊
本
に
お
い
て
、
各

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
学
校
長

な
ど
百
九
名
（定
数
百
二
十

一
一
が
出
席
し
て
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ」
来

賓
と
し
て
古
田
市
町
村
教

育
局
長
、
岩
本
校
長
会
会
長

を
始
め
多
く
の
皆
様
の
ご

臨
席
を
頂
き
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
表
彰
状
受
賞
者
二
十

一名
を
代
表
し
て
中
野

真
二
只
連
前
副
会
長
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
議
事
に
入
り
、
〈「
和
四
年
度
事
業
・会
務
報
告
、
決

算

甚
皿
査
報
告
、
〈「
和
五
年
度
役
員
改
選
、
事
業
計
画
、
予
算

案
、
規
約
改
正

（事
務
局
関
係
）
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
新
役
員
に
つ
い
て
は
別

記
名
簿
の
と
お
り
で
す
。

講
演
で
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
グ
ラ
ブ
・ロ
ア
ツ
ソ
熊
本
の
古
賀
売

氏
か
ら
、
「ロ
ア
ツ
ソ
熊
本
と
地
域
と
の
繋
が
り
」
と
題
し
お
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。
熊
本
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
し
て
の
沼
躍
や
地

域
沼
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
学
卒
業
後
、
国
際
協
力
機
構
に
採

用
さ
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
開
発
支
援
に
取
り
組
ま
れ
た
経

験
等
も
交
え
た
興
味
深
い
お
話
し
を
お
間
き
し
ま
し
た
。

『
す
べ
て
は
子
供
た
ち
の

夢
の
実
現
の
た
め
に
！

』

重
点
事
項

①
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
魅
力
化
に
つ
い
て
の

取
組
み

②
他
団
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
学
校
教
育
環
境
の

整
備
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
更
な
る
充
実
へ
の
取
組
み

③
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
強
化

④
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
義
務
の
検
証
と
交
通
ル
ー
ル
ヘ
の
理

解
を
高
め
、交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
取
組
み

⑤
人
権
教
育
・命
を
守
る
教
育
・情
報
モ
ラ
ル
教
育
等
に

つ
い
て
、
学
校
、
生
徒
、
保
護
者
の
連
携
を
高
め
る
た
め

の
啓
発
・研
修
へ
の
取
組
み

⑥
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
運
営
と
渚
動
を
支
援
す
る
取
組
み

②
進
学
・就
職
支
援
と
、
学
校
。生
徒
・保
護
者
の
進
路
対

策
情
報
共
有
の
取
組
み

③
迅
速
な
情
報
発
信
と
共
有
、
安
定
し
た
信
頼
あ
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
沼
動
の
た
め
の
広
報
沼
動

⑨
全
国
高
Ｐ
連
賠
償
責
任
補
償
制
度
・黒
高
Ｐ
連
生
徒
総

合
保
障
制
度
、
熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
振
興
財
団
へ
の
認

知
度
の
向
上
と
制
度
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
み

■
九
州
大
会
表
彰

【団
体
表
彰
】

熊
本
県
立
人
古
高
等
学
校
秀
麗
会

熊
本
県
立
上
天
草
高
等
学
校
育
友
会

熊
本
県
立
玉
名
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

【個
人
表
彰
】

熊
本
県
立
菊
池
高
等
学
校
育
友
会

前
会
長
　
高
宗
　
友
子

熊
本
県
立
八
代
清
流
高
等
学
校
育
友
会

前
会
長
　
光
瀬
　
純
子

熊
本
県
立
天
草
高
等
学
校
育
友
会

前
役
員
　

永ヽ
野
　
久
美

【感
謝
状
】

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

前
会
長
　
夏
木
　
良
博

■
全
国
大
会
表
彰

【団
体
表
彰
】

熊
本
県
立
鹿
本
商
工
高
等
学
校
育
友
会

熊
本
県
立
松
橋
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

【個
人
表
彰
】

熊
本
県
立
鹿
本
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

前
会
長
　
中
野
　
首
本三

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・宇
土
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

前
会
長
　
四
海
　
公
貴

【感
謝
状
】

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

前
会
長
　
夏
木
　
良
博

■
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
科
学
大
臣
表
彰
（団
体
）

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
功
労
者
表
彰
（個
人
）

熊葉
藍
塾
藉
昴
辞
Ａ連△墨

令和5年度 熊本県公立高等学校PTA連合会役員
所属高校

八代高・中

委員会

調査広報

健全育成

進路対策

総 務

牛 深

躯
一
一蠍
破
姉
薄
一
一蠍
椒
姉
薄
蝋
蠍
蠍
蹴
蹴
破
椒
椒
椒
椒
椒
痴
嫡
姉
姉
薄
郎
既
椒
嫡

中

深

高．附

三

稜

牛
艶
第
南

名
修．毅
洲
牲
鑑
睦
齢
瑚
飲
醐
蜂
良
箋
鍋
級
拒

氏
林
結
劇
欺
鮒
赫
訴
湖
齢
枇
門
制
対
悧
澱
腑

職

間

間

間

間

間

間

間

長

役

顧

顧

顧

顧

顧

顧

顧

会

Jヒ   馬麦

調査広報

健全育成

進路対策

総 務
調査広報

進路対策

総 務
健全育成

調査広報

調査広報

総 務
調査広報

健全育成

進路対策

総 務
進路対策

調査広報

健全育成

総 務
健全育成

進路対策

附中

上天草

玉名高・

上天草

鹿本農業

副会長

副会長

副会長

副会長

一
一
稜

第

南

津

森

陽

大

高

翔

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

監

監

監

済々賽

熊本西

熊本商業

甲 佐
小川工業

千原台

八代工業

芦 Jヒ

水 俣
球磨中央

天 草
天草拓心

玉名工業

熊 本
八代高・中

内村恵美子

荒川慎太郎

井上 敬介
夕川 桂子
中山 貴之
堺  優―
上門 志穂
村喘晋太郎

嶋田 不□文
小峙 夭[l也
猪野仁以奈

島中  洋
吉田ミツ子

1印 |1賢一郎

中嶋亜志火

金橋 俊雄

定
期
総
会
報
告

熊本県公立高等学校
PTA連合会事務局

仲間づくりのはじめの一歩は「いいね」から。みんなの力を結集して
連帯・喜びを感じることができる熊本大会にしましょう。啄塾門一漢

【」士里
【水前寺校】 1っ 詳しい内容は

HPにて
ご覧ください。 辮,

高校ジャンプコ ー
志望大学現役合格をめざす高校生のための塾

TEL:096-213-7772
〒862-0950
熊本市中央区水前寺1丁目1-1

壷濃塾水前寺校 は
JR「 新水前寺駅」、
市電「新水前寺駅前」
電停の日の前! →

壷震塾
■  |―  JI

甲 r

ポイント

学びの

4つ
①集中できる自習環境 ②プロの講師による生授業
③担任による受験指導 ④気軽に示u用できる質問コーナー

eKumamoto Prefectural High SchooI PTA NEWSPAPER vo1 54
KumamotO Prefectural High schOOI PTA NEWSPAPER vo1 540



蔦

熊本県立岱志高等学校
PTA 後藤  ゆかり

熊本県立湧心館高等学校定時制
振興会 田中 雅浩 靴

県妥愚
土言芽旨
打宇上詳難

醒廃Ыsttl載
と脚こ

||||.|||・

今回と次号にわたつて
各校のPTA会長を紹介します。

一　
工
ｉ

日々感謝

常に感謝する気持ちを忘れずにいた

い lヽ す。

熊本県立熊本西高等学校
育西会 井上 敬介

和気あいあい

楽しみながらPTA渚 動に取り組み
たい

熊本県立八代農業高等学校
PTA 田□ 真由美

笑つて損した人なし
いつも実顔の人 |よ人から好かれて幸
運を招くと思うから

熊本県立鹿本高等学校
PTA 牛島 尚彦

ヽ

五倫五常
人との素がりを大切にしたいと思
つてしヽます

麿密蜃
立
目奢高蒙三校  :

|

和而不同

和を尊びながら自分らしく生きた

い 。

熊本県立人吉高等学校五木分校
五木秀麗会 西 ひとみ

ありがとうは、最高の言葉。

雨降りに感謝、太陽の国差しに感

:身す。

熊本県立大津高等学校
PTA 坂梨 裕史

上善タロ水

水 |よ様々に姿を

変え生きる源だ

んヾ日寺にラ句3蛮 しヽ

熊本県立東稜高等学校
育友会 宮内 大介

平常心

忙しい時やピンチの時でも、感情

的になったり、強い□調にならない

よう気を伺けています (できていな

いことも多々ありますが )

辱覇鑓真健包c電
眠
=曇

語ゼrな

薔褒曇
立
仕答
清狸愚
等学校

::■■ ‐
―
|■ 1 1‐ 「 i■■ |||■

||― ■■●I■ ! ||l iil

一
　

…

・
よ
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ぢ
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ｉ
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‘
，
‥

…

ｔ

ｉ

　

Ｆ
ｉ

　

・
‥

―

．

ゼ

・

熊本県立小川工業高等学校
PTA 堺 優―

曰豫臣苓F酵甲肇急:.i―・
黒
ξ

懲亀 lt〔、

熊本県立熊本農業高等学校
PTA 本田 ―市

熊本県立菊池農業高校
育友会 福永 喜恵

何事にもまずはりし戦する

内向的な私が少しだけ社交的にな

つました

鞘♂‖み臨
熊本県立甲佐高等学校
育友会 中山 貴之

なるようになる。

世の中なるようにしかならないの

で、上手くやつていこう。

敬天愛人

自然 を尊 び

人を思いやる

心をもって欲

ししヽ

「―期―会Jそ のときを大切に
50周年を迎える中でも色々な出会
いがありました。

今後もご縁を大切に次の時代ヘ
突晟『翻 せず、ぉぉらかな
心を心がける

攀覧珪湊
拮
熊本県立天草拓心高等学校
育友会 吉田ミツ子

…B
オニ!■

・ ==ili注亀・
i

―ど
，身
え

楽

一干

一工

■

熊本県立八代工業高等学校定時制
PTA 濱田 育子

の心を持ち続けて

の幸せが自分の幸せに繋がります

熊本市立千原台高等学校

清爽会 上門 志穂

―期―会

出会 しヽと言葉のプレゼントが

今の自分の成長に繋がってる

■ ‐ 1 -― | ― 
―
■  .  :|・

「
蕪釜磐
立
終肩
高
藁
学校

一
一

一
・

一一

一
一一一

一
一

・
・

一

一一

一一一一一

・・・・

一一

峠
一・
■

．一一，

:蔦
熊本県

同心会

立済々

荒〕II
賽
甜

聾奄蜃
立
富賛高蒸蕎校

目舟憑こ檀罠見望でも緊張感をも

聡
県爾 :撃揺

ぐ
曾 今 g

―期―会

出会いに|よ 意味があり、これからも

そんな出会いを大切にしたい。

熊本県立水俣高等学校
PTA 小嶋 和也

支

学

一
せ

立

る

武不山支
間 武道 (ス ポ
ツ)|よ 切り離
ないもので両 ■F=:
してやり遂げ

.「二 ■
.

―

熊本県立天草工業高等学校
育友会 金子 馨

頼まれご
捉え方

とlよ討され と
他

人

利

他

・

磨斧作針 (ま ふさくしん)

今までの人生経験を振り返りました

熊本県立鹿本農業高等学校
PTA 小山 豊国

してきました

~つ
で人生の広がりんゞ変化

熊本県立第一高等学校
好文会 山本 綾乃

謹轟ξ騨
即
:星T

一一
・．一

一・

一一一
．一一
．・・・・
・・一一一
一一一
・一一・・　

一一・一一
一・一
●

熊本県立八代工業高等学校
PTA 村臆 晋太郎

臥薪嘗胆
誰でも失敗するし、その失敗が後
々に役に立つ

―陽来復

陽の漢字が好

きで、子供三

人の名前に移
つけている

常
由
Ｅ
卜
ｔ
ｌ
”

ｔ
．

一
　
■
一　
■
・　
一
．　
一
　
・．　
・　
・
・　
　
　
・・　
一
　
一　
一■
　
一一

弛

一
ｉ

軋

瀞

長所半分、短所半分

人 F日ヨ|よ不完全な存在

短所がない人 E'い ない

=■ i_|li :■ |■ ■ ●|■ ■|I II:|‐

1‐ li‐●

=! lf■
li 
――   .■ l  i

|●:til■  ‐■ キ■■―■■■■ l i

■
―
|:||.: : il― ■ ―■  |:|―  ||||■ ■ ■

フ 七転八起

様々な汚動に対して、何があろうと

も最後までやり通す。

―

一
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Q熊 本県立第一高等学校

県
高
Ｐ
連
「令
和
５
年
度
夏
季
研
修
会
」
が
７
月
”
日
（土
）

に
熊
本
市
民
会
館
大
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
よ
そ
１
２
０
名
が
参
加
し
、
浅
見
県
高
Ｐ
連
会
長
、
顧

間
の
南
稜
高
校
増
村
校
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
習
」
れ
か
ら

の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
材
」
と
で
つ
演
題
で
九
州
産
業
交

通
ホ
ｌ
ｋ
ア
イ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
津
元
兼
太
郎
氏
が
講
演

を
さ
れ
ま
し
た
。
自
ら
の
現
在
に
至
る
ま
で
と
こ
れ
か
ら
会

社
で
求
め
ら
れ
る
人
材
に
つ
い
て
実
例
を
交
え
な
が
ら
講
演

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
中
で
も
「ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
生
み
出

す
能
力
」
に
つ
い
て
は
そ
の
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
良
い
か
を
細
か
く
話
し
て
下
さ
り
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
体
験
発
表
で
は
レ
イ
メ
イ
藤
井
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
ンヽ
ョ
ン
部
の
藤
田
大
輝
氏
、
鶴

屋
百
貨
店
人
事
部
案
内
係
の
日
中
怜
氏
の
お
二
方
が
そ
れ
ぞ
れ
「
私
の
進
路
　
い
ま
思
う
こ

と
」
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

藤
田
大
輝
氏
は
高
校
卒
業
後
、
社
会
に
出
る
の
が
怖
い
と
で
つ
思
い
、
ま
た
、
自
身
が
や
っ
て

き
た
野
球
を
ま
だ
や
り
た
い
と
で
つ
と
こ
ろ
か
ら
大
学
へ
進
学
し
た
が
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
就
職
に
つ
い
て
は
自
分
の
希
望
す
る
職
種
、
条
件
の
仕
事

に
就
く
た
め
に
積
極
的
に
就
職
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
現
在
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き

て
満
足
し
て
い
る
と
で
つ
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

田
中
氏
は
早
く
社
会
２

員
に
な
り
た
い
と
で
つ
思
い
か
ら
高
卒
で
就
職
を
し
た
そ
う
で
す

が
、
現
在
の
仕
事
に
大
変
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
、
た
ま
に
後
悔
す
る
こ
と
も
あ
る
が
恩
師

の
「置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
」
と
で
２
言
葉
を
思
い
出
し
て
日
々
奮
起
し
て
い
る
、
と
の

こ
と
で
し
た
。

お
二
方
が
共
通
し
て
話
さ
れ
た
こ
と
は
、
社
会
へ
出
て
働
く
こ
と
で
今
ま
で
感
じ
な
か
っ
た

家
族
や
周
囲
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
よ
り
強
く
な
っ
た
、
と
で
翌
」と
で
し
た
。
ま
た
、
活

き
活
き
と
語
る
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

先
の
講
演
さ
れ
た
経
験
豊
富
な
社

会
人
の
話
、
後
に
発
表
さ
れ
た
新
人

社
会
人
の
話
は
相
対
す
る
表
現
も

あ
り
、
と
て
も
興
味
深
い
夏
季
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

本
校
は
、
明
治
３６
年
に
熊
本

具
立
高
等
女
学
校
と
し
て
開
校

し
ま
し
た
。
昭
和
２３
年
に
熊
本

県
立
第

一
高
等
女
学
校
と
熊
本

県
立
第
一
一高
等
女
学
校
が
合
併

し
て
熊
本
県
立
女
子
高
等
学
校

と
な
り
、
翌
年
、
熊
本
県
立
第

一

高
等
学
校
と
改
称
。
通
称
は
、

「
一
高
名
熊
本

一
高
≒
第

一
」

で
す
。
〈フ
年
で
創
立
１
２
０
周

年
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
学
校
で
す
。
昭
和
５３
年
か
ら

し
ば
ら
く
男
子
の
在
籍
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
２４
年

に
、
３４
年
ぶ
り
に
男
女
共
学
が

復
渚
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
生

徒
の
約
４
割
が
男
子
生
徒
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「凛
と
し
た
気
品
あ
る

一
高

生
の
育
成
」
と
い
う
教
育
方
針

や
、
「凛
と
し
て
凛
々
し
く
文
武

一
道
を
目
指
す
」
と
い
う
育
成

方
針
の
も
と
、
教
職
員
、
生
徒
、

好
文
会

（保
護
者
会
）
、
清
香
会

（同
窓
会
）が

一
丸
と
な
っ
て
教

育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た

、
生

徒
た
ち
は
、

「
白

梅

の

精

神

（
叡

智

告

本
理

の
探

究

・

自
律
・高
潔
。品
格
）」
の
も
と
、凛

と
し
た
気
品
あ
る
豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
み
な
が
ら
、
勉
強
や
部

渚
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

本
校
の
生
徒
総
数
は
普
通

科
１
０
９
８
名
。
各
学
年

一
夕

ラ
ス
ず
つ
英
語
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
卒

業
後
に
大
学
進
学
を
し
ま
す
。

進
学
先
は
全
国
の
国
公
立
大

学
や
私
立
大
学
等
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
「好
文
会
」

と
い
う
名
称
で
渚
動
し
て
い
ま

す
。
△
本
長
１
名
、
副
会
長
３
名
、

各
学
年
委
員
崖
血
事
等
を
含
め

総
勢
１２
名
が
在
任
。
毎
年
卒
業

生
か
ら
不
要
に
な
っ
た
制
服
を

預
か
り
、
そ
れ
ら
を
販
売
す
る

「制
服
リ
サ
イ
グ
ル
バ
ザ
ー
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熊
日

新

聞

コ

ン

グ

ー

ル

高

校

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
間
の
部
で
、
好
文
会

広
報
誌

「好
文
」
は
２
年
連
続

グ

ラ
ン
プ
リ
と
な
る
熊
日
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
校
は
平
成
２２
年
度
に
旧
矢

部
高
等
学
校
と
蘇
陽
高
等
学
校

と
が
再
編
統
合
し
、
現
在
の
矢
部

高
等
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

本
校
で
は
、
「自
ら
気
づ
き
　
考
え

行
動
す
る
」
と
い
う
教
育
ス

□
―
ガ
ン
の
も
と
、す
べ
て
の
教
育

渚
動
を
と
お
し
て
、生
徒
の
主
体

性
や
自
ら
を
律
す
る
力
を
育
成

し
ま
す
。

本
校
は
食
農
科
学
科
、林
業
科

学
科
、
並
口
通
科
の
３
学
科
で
構
成

さ
れ
、生
徒
の
進
路
に
応
じ
た
学

習
を
行
い
ま
す
。
熊
本
県
の
「ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
カ
ル
ハ
イ
ス
タ
ー
ル

ニ
タ
リ
エ
イ
ト
ハ
イ
ス
タ
ー
ル

（地
域
課
題
解
決
型
と
の
指
定
も

受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か

し
、地
域
に
密
着
し
た
探
究
的
な

学
習
を
と
お
し
て
「実
践
す
る
力
」

に
も
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
山
都
町
の
支
援
の
も
と
、
「地

効
み
ら
い
留
学
」を
適
用
し
、生
徒

の
全
国
募
集
に

も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
執
行
部
、
地

区
理
事

（兼
広

報
委
員
）
、
指
導

委
員
、
学
級
委

員
の
４２
名
と
本

イ
維
つ珠
幹
」

基
剤榔却
境

鶉

や報

”
〔
子↓
「ィ翡
ｈ
■
割

ぬ
工

■
策
憔
．講
～
帝
“
居
Ｉ
″

校
職
員
で
協
力
し
な
が
ら
「育
友

△
至
と
い
う
名
称
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
渚
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
校
の

生
徒
数
は
１
２
８
名
で
、
約
３
分

の
１
の
家
庭
が
役
員
と
し
て
渚
動

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ム同
友
会
渚

動
と
し
て
、
文
化
祭
で
は
バ
ザ
ー

を
出
店
し
、
長
距
離
走
大
会
で
は

豚
汁
を
作
っ
て
生
徒
た
ち
に
ふ
る

ま
っ
て
い
ま
す
。
寒
い
中
長
距
離

を
走
り
、
疲
れ
切
っ
た
後
に
食
べ

る
豚
汁
は
格
別
で
、
笑
い
合
い
な

が
ら
食
べ
る
生
徒
た
ち
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、保
護

者
、
生
徒
、
職
員
に
よ
る
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
適
動
、承里
校
指
導
、寒
不

り
の
巡
回
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、育
友
会
広
報
誌
「浜
の
館

」を
年
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
よ

き
伝
統
は
守
り
つ
つ
も
、
時
代
の

変
化
に
合
わ
せ
て
、
新
し
い
Ｐ
Ｔ

Ａ
渚
動
を
保
護
者
、職
員
で
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

熊本県立矢部高等学校ん濶竜

幹
「
―
青
!少
年健全育成 とPT AJ

第■ヱ回!万百.P:運六!会・佐!買i大1会!第十分科会実践発.表

励賞を受賞し、2020年には文部科学大臣社会に
開かれた教育実践奨励賞も受賞し、2022年は学校1青報化優良校にも認
定さイ1ました。

様々な探究活動は、PTAの協力の下、公的機関及び企業や地劫と連
携し、社会に開かれた学びを通し、地域の課題解決に取組んでいます。

新聞社から取材を受けたくさん掲載さイlています。
・普通科「Oyster project」 (写真下左)
「高校生がつくる水俣食べる通信」
・商業科 企業と開発あられ「初恋～梅ざらめ昧～」
・機械科「イノシカハンターズ」箱罠を製作・「水中国ボットフェスティバ

ル」・「鉄道模型コンテスト」ベストクリエイティブ賞、ベストライター

賞、スタッフが選ぶナンバーワン賞 (写真下中2)
J電気コース 小学生向け「プログラミングワー

`フ

ショップ」(写真下右)
・建築コース「＼A/ood connect project」
・定時制商業科 地元企業と商品開発「水高どら焼き」

新 i聞
‐
で
―
発i見―!水 :高1生

～ 地 域 ととも に水 俣 高 校 ～

熊本県立水俣高等学校PTA会長 小嶋 和也

PTAは 、子どもたちの応援団で、子どもたちも地域社会の一員です。自
らの学びや成長はもちろん、地域の課題解決や貢献に向けて取組むこと

は、地域の期待や信頼、協力を得ることにつながります。そして、PT(C)
A、 が一体となつて子どもたちを育み、水

高生の元気がまちの元気となつていくこ

とが大切だと考えています。(右図)
・PTA3役 :生徒会役員ミーティング (写
真右上)
・高校総体、総文祭前PTA役員激励 (写
真右中)
・PTAバスヘの企業広告 (写真右下)
。研修員会 :企業見学会

'文化委員会 :文化祭バザー
・保健体育委員会:体育大会、長距離走大会

での検温や給水及び交通誘導
・生活指導委員会 :地域の祭りでの見回り
,広報委員会 :広報誌

熊日新間コンrフール佳作
・3学年委員会 :進路激励会
カツサンド

水俣高校 PT A

水高生の元気が、元気な地域づくりにつながってしヽく、そんな好循環

を目指して、地域の皆さんとともに、子どもたちの青春を応援し、成長を

見守つていきます。

水俣高校P弔へ令和5年度優良PTA文部科学大臣表彰

育友会バザー出店(文化祭)

育友会豚汁作リ
(長距離走大会)

農産物販売会

颯
紙郷

廟
ム円

雷日本敏育困議専門等機

―の基成学科

・高等教育修学支援新制度対象校
・授業料のみ12分割納入可能
・毎年高い就職率を達成

熊本市東区健軍3丁目50-21
TEL 096-331-3301週3日 の通学

い
０
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3日 水俣高校PT(Communtty)A1.水俣高校創立10周年

′

寺

‐

―
｀

、̀
士華罰2.様々な探究活動～新間で発見 !水高生

4.まとめとこれから

夜間3年課程
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熊 本 県 PTA共 済 か ら の お 知 ら せ 側 )月罠本県PTA教育振興財団

自転車を使用するときは、いつでも必ず、
ヘルメットをつけましょう !

令不E4年度の本共済P災コース交通事故共済金給付は

124件でしたが、自転車乗車中の事故が103件で最夕夕と

なっており、そのうち20件が中学生の事故です。改正道

路交通法の施行により、本年4月 1日から自転車に乗車す

る場合lよ運転者も同乗者もヘルメットの着用が努力義務

となりました。自転車の使用について|よ道路交通法、自転

車安全利用ルールに従い、特に交差点での一旦停止によ

る安全確認を実施しましょう。保護者も児童生徒の皆さ

んも、自転車使用時は通学以外でも、必ずヘルメットを着

用し、ルールを背つて、命を守る努力をしましょう。

ミニ′ヾレーボール参加中の事故が増えています! 勲中症にもご注意 !

PTA内での港動、PTAF日]での交流が渚発化してきました。それに伴いス

ポーツ活動中の事故が増えています。特にミニバレーボールは、容易に参

力[できると同時に負傷の夕夕ぃスポ_ツでもあります。練習を含め、充分な

準備運動、水分や塩分の補給を行いつつ楽しんでいただけ ヽ
れば幸いです。熱中症、脱水症の予防にも努めましょう。

学校管理下の被災に関して

学校管理下で発生した事故については、校長による「学校管理下の事故

証明善」の提出をお願いします。児重生徒の学校管理下での被災、保護者

の皆様の学校行事への参加中の被災は、これによって、授業計画などの書

類の添付が不要になります。詳しくは事務局におたずねください。

すべての感染症に対して、 活動中の「感染ラ防対策」を、常に基本として継続しましょう!

この5月 8日から、新型コロナウイルス感染症は感染症法上の2類相当から5類に移行さイ1ました。5類になつたことで、一律に日常

生渚での感染対策を求められること|よなく、担人や事業所の判断で主体的に感染対策を実施することになりました。しかしその後、

新型コロナウイルス感染症に限らず様々な感染症が増加しています。学校教育、PTA渚動、部渚動、地域港動の様宅な場面で、多く

の人が集まる機会が増えていますが、部屋の換気や密な状態を避ける努力、必要な場所で|よ不織布マスタの

着用や手洗しヽの励行、基本的な感染対策を心んHするようにしましょう。 鳥籍
熊本県PTA共済に関するご質問やご連絡

共済の対象となる活動の範囲、事故発生日きの手続き、様々な手続きに必要な書類など、お気軽にお問い合わせください。

熊本県PTA教育振興財団事務局  (共済契約の手続):0800-200-5553(共 済金請求の手続):096-223-7119

もしもの時は年スピ~デイーに保険金をお支払いします !

□ デジタル保険金1請1求
ケガによる入院。通院 または 持ち物の損害は

24時間365日 ぃっでも、どこでも受付けます!

オンラインで簡単請求

お手続きはこちらから――>
https://― aig∞ jp/sonpo/Service/∞ ntact/intemet

ご利用には条件がごきいます。ご利用条件とご不U用方法は、お手元の加入者証でご案内します。※持ち物の損罰よ降鞍管理雨憾鋪脚 」川喘終れているプランの
'殆
ご不J用いた‖サます。

その他の保険金請求は中● スクール事故受付ダイヤル(24時間受付)陽 翌 田  0■ 20‐ 300-399

C 簡単1支払.特
―
急―便

ケガによる入院・通院、病気による入院・手術で
10万円以下のご請求は

剛 を最籍饂 i,0

電話による事故報告のみ

朝ダイコ堪勢:髪器::三妥・
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綴禦幻望拶店0120H228‐553融凝建:言葺鸞鍾築題瑾:蚤′レぃ
ぜ加み0際には ′(ンフレットおよび蓮霞事項鋭鯛書を必ず

`読 'テ
頂いた上でおやし込みください。

S-230560(2024-08〕

生徒総合保障制度 保険金請求のご案内熊本県公立高等学校
PTA連合会

保険へのご加入等の
お問い合せ先
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